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稲葉正就先生 を偲 ん で

小 川
一

乗

昭和47年 11月22日，Sonam 　Topyag 　Kazi た妻 が 大 谷大 学 を訪問 され た 際 に撮影

　大谷 大 学名誉教授 稲葉 正 就先生 は，ご 病気 の ため 不

自由な身体 とな ら れ，数年来 リハ ビ リテ
ーシ ョ ン に 努 め

られ て い ましたが，病状が急 に悪化 して ，平成 2 年 7 月

8 日 ご逝 去に な ら れ ま した。享年76歳。法名 は 西蔵院釈

正就 。

　先生 は，真宗大谷派 の 浄教寺 の 長男 と して 大 正 4 年1

月 11日 ご 誕 生，昭 和 12年 3 月 大谷大学文学部 を卒業 され

た後，二 度 に わ た る 臨時招集を受けられ ましたが，その

間 に．大谷 大 学の 仏教学研究室 の 副手，助手 とな られ，

終戦後 の 公職追放が解除され て後，昭和28年 1 月大 谷 大

学専任講師 と して 復職 され ま した 。 そ の 後、昭和33年教

授，36年 授 文 学 博士 博 士 論文 「チ ベ ッ ト仏教 史に 関す

る研究」），55年 3月 定年 退 職 同 年12月 名誉教授。先生

の こ 生涯 は，大谷大学 に お ける 研究 と教育 に捧 げ られ ま

したが，しか し，そ れ に 専念 さ れ た だ けで な く，大 学 解

体が叫ばれ た 混乱期 の 大学運営 に も尽力され，大学院文

学研 究 科 長，文 学部 部 長 を歴 任 さ れ，さ ら に，自坊 に

あ っ て は住職 と して 門信徒の 教化 に 当 た られ る な ど，多

くの 人 々 から敬愛された こ生 涯 で あ りま した 。

　先生 は，大谷大 学 に お い て IL［口　益先生 の指導 の 下 で

イ ン ド大乗仏教を勉強 され ま した が，山 口 先 生の 学問の

特色で ある 「仏教チ ベ ッ ト学」 を引き継 い で．特 に，チ

ベ ッ ト語 仏 教 研 究，チ ベ
ッ ト文法学，チ ベ ッ ト仏教史，

な ど に 深 い 関心 を持 た れ，多 くの 業 績 を残 され ま し た。

　 そ れ ら の 業績の 中で ，チ ベ
ッ ト語 仏 教 研 究 と して は，

「円 測 解 深 密経疏 の 散逸部分 の 研究1 〔法蔵館，昭和24

年）が あります 。 チ ベ
ッ ト仏教 に お け る 翻訳仏教文献 の

中に は，サ ン ス ク リ ッ ト原 典 か らだ け で な く，漢文文献

か ら の チ ベ ッ ト語訳が 少 な か らず 存 在 して い ます が．円

測 の 『解深密経疏　1 の チベ ッ ト語訳 もその
一つ で あ りま

す 。 そ の チ ベ ッ ト語訳 に 基づ い て 散逸 して い る漢文文献

を復元 したの が こ の 研究 で あ ります 。

　チ ベ ッ ト詒文法学 に 関す る研究 と して は，『古典西蔵

語 文 法 要 論 』 （法蔵館，昭 和24年），供 著） 『形態論 よ り

見た る チ ベ
ッ ト語文法』 （法蔵館，昭 和28年），「チ ベ ッ

ト語占典文法学』（法蔵館，昭和29年）等があります 。

こ れ ら の チ ベ ッ ト文法学 に 関す る業績 は，学 界 か ら高 く

評 価 され，特 に，『チ ベ ッ ト語古典文法学亅 は 「仏教 チ
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ベ ソ ト学」 に と っ て 不 II」
．
欠な チ ベ ッ ト話 文法の テ キ ス ト

と して 多くの 大 学 で 使用 さ れ ま した 。

　 多数の 論文 （約40点，但 し研究発 表要旨 は 除 く）の 中

で 最 も 多い の が チ ベ ッ ト仏 教史に 関す る 論文で あ ります

が，著書 と して は （共訳） 『フ ゥ ラ ン テ プ テ ル 　チ ベ ッ

ト年 代 記 』 （法 蔵 館 ，昭 和 39年 ） が あ り ます。稲 葉 先 生

が 仏教 を中心 とす る チ ベ ッ トの 歴史研究 に 携 わ っ て お ら

れ た 当時の 日 本 に お ける チ ベ ッ ト史学 は，大変な努力の

積 み 重 ね に も か か わ らず，そ の 歩 み は 遅 々 た る もの で

あ っ た とい え ま し ょ う。現 在 の 学 的 レベ ル に 比 べ て 隔 1吐
の 感があります が，そ れ は，政変に よ り昭和34年 に ダ ラ

イ ・ラ マ 十 四世がチ ベ
ッ トからイン ドに 亡命したため，

彼と行動 を共 に した多くの チ ベ ッ トの 学僧 た ちが，そ の

後 イ ン ドか ら世 界各鬮 に 流 出 した こ と に よ っ て 図 らず も

齎 さ れ た チ ベ ッ ト学 の 進展 で あ っ た とい え ま す 。

　 以 卜，簡単 に 取 り上 げて み ま した こ れ らの 先生 の 業績

が 生 み 出 され た こ と に つ い て は ，昭 和33年 に渡欧 され，

特 に，イ タ リア に約半年間滞在 され，東洋学研究 の 碩学

G ．Tucci と親 し く学 的 交 流 を もた れ た こ と も忘 れ て は

な らな い で しょ う、

　既 に 周知され て い る ように，大谷大 学 の 図書館 に は 西

蔵 語 文 献 が 多数 所蔵 さ れ て い ます、特 に，『北京 版 西蔵

大蔵纏 は 有名で あ り，山凵 　 益 先生 の ご 努力 に よ りそ

の 影印版が出版 され学界 に 大きく貢献 して 今 日 に至 っ て

い る こ とに つ い て 今 更申す まで もあ りませ ん。こ の 影印

版 の 1 総 目録 ・索 引 」 が 昭 和 36年 に 出版 され，さ らに，

こ の 「北京版西蔵大 蔵経』 の 目録を．異版 との 勘同を踏 ま

え た Eで 出版す る た め の ，「四 蔵大 蔵経勘同 目録 編 纂所 」

が ［llL」先生 が 所長 とな ら れ て 大谷大学 に 設 置 され，そ の

第
一
分冊 が 昭 和 40年 に 『大 谷大 学 図書館 四蔵 大蔵経丹

殊 爾 勘 1司 目録 1．− 1』 〔鈴木学術則 団） と して 出版 され

ま した 。 こ れ らの 出版 に 当た っ て の 実際 Hの 仕事をされ

た の が，稲葉先生を初め とす る，佐 々 木教悟先生，故荷

葉 堅 正 先生，そ の 他 の 方 々 で あ り ま した、，そ の 後，『勘

同 目録』 の事業 は継 続 さ れ現 在 まで に 七 分 冊 が 出版 され，

残 す と こ ろ 三 分冊程 と な りま した 。 こ の 事業も，山冂 先

生 の 熱意 とその 熱意 に動かされた稲葉先生 を初 め とす る

先生方が お られ たか らで あります。

　 そ の 他，大 谷 大学 図書 館 に は 「蔵 外 文 献 」 と い わ れ る

チ ベ
ッ ト語 文 献が 沢山所蔵 され て い ます 。 それ らは整理

の 結果約4000点余 りに も及 ぶ こ とが 明 らか と な りました

が ，そ の 整理 に 強い 熱意 を持 た れ た の が 稲葉先生 で した．

稲葉先 生 は lllLl先 生 が 退 職 され た 後，そ の後を受 け て 昭

和44年 に 「編 纂所」の 所長 と な られ，昭和 55年 に 大 谷大

学 を定年退 職 さ れ る まで ，「勘同 目 録』 の 出版 を継続 さ

れ る 傍 ら，「蔵外 文献」 の 整理 に あた ら れ ま した．，その

成 果 は，『大 谷 大 学 図 書 館 西 蔵 文 献 目録 』 〔大 谷 大 学 図

書館，昭和48年） と して 出版され ま した 。 しか し，その

中 に 含 まれ て い る 文献 は 多岐 に わ た り，内容不明 の 文献

もあ る た め ．そ れ ら の 内容 を更 に 明確 に す る必 要 に 迫 ら

れ ま した。時 あ た か も，昭 和49．年 に ツ ル テ ィ ム ・ケ サ ン

（昭和 59年に 日 本国籍を持ち，日 本名 は白館戒雲，昭和

60年 よ り大谷大学専任講師 〕氏が国際仏教徒協会 の 招 き

に よ っ て 来 日 さ れ る や，稲葉先生 は 博学な氏 の 協力 に

よ っ て 文献 の 再 整 理 とそ の 内容 確 認 が 推 進 され る こ と を

願 わ れ ま した 。 ツ ル テ ィ ム ・ケ サ ン 氏 は 先生 の 要請 を快

諾 され ．その 願い は 実現 し ま した 。

　稲葉先生 の 意志 は 受 け継 が れ，昭 利60年 に 『西 蔵文献

目録 索引』が 出 版 さ れ ま した 。 こ の 索引 は，書名，略

書 名，著 者 名 の 索 引 と，内 容 項 目別 索引 とか ら成 り，ッ

ル テ ィ ム ・
ケサ ン 氏0）協力が なければ 到底成 し遂げ られ

なか っ たとい えま し ょ う、，さら に は，「蔵外文献」の 中

か ら稀觀本の 影印出 版 を 『大 谷 大学所蔵酉蔵蔵外文献叢

謝 と して 昭和63年 に開始 し，現在 まで に 四 冊
・
が 出版 さ

れ て い ます．、

　尚 ，
こ れ ら 渤 同 目録』 な どの 出版 は，現 在で は大谷

大学真宗総 合研究所の 中の 「西 蔵
．
文献研 究班」に よ っ て

継 続 され て い ます。

　 こ の よ うに，チ ベ ッ ト語 文献 を基 本 と した稲 葉 先 生 の

ご研 究 か ら も明 らか な よ うに ，先生 は，日本 西 蔵学会 の

発 展 に も貢献 され ま した、、昭 和28年 に 関西大 学 にお い て

学会が 発 足 して 以 来，発 会に 当 た っ て 尽力 され た 山口 先

生 1当時 は 九谷大学長） の 手足 とな っ て 学会の た め に 貢

献され ま した。由 凵先生が学会 の 顧 問 とな られ た後 は，

大 谷 大学 を代表す る学会の 委員 とな られ，学会の 発展 の

た め に 寄
．
与さ れ，大 谷 k 学 を定年退職 さ れ た 後 は，学会

の 顧問 と な ら れ．ご 尽力くだ さい ま した。

　い まは ただ，温厚で 飄然と した 先生 の在 りし 日 を忍 び

つ つ ，哀悼 の 意 と共 に心 か らの お 礼 を 申 し．ヒげ る次 第で

す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （大谷大学教授 ）
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